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■ 多目的教室の視聴覚機器整備について 

 このたび，平成 21 年度教育人間科学部教育機材・器具更新費により，教育実践総合セン

ター5階多目的教室(J514)の視聴覚機器が整備されました。10 月 20 日に開かれた多目的教

室提示装置操作説明会で紹介いたしましたが，液晶プロジェクターで提示する DVD，VHS ビ

デオ，書画カメラ（実物投影機・OHC），教室据置 PC，持込ノート PC の画面切替・液晶プ

ロジェクターのオンオフ操作が，教員卓で簡単にできるようになりました。 

 この教室はおおよそ 50 人までの講演会，研究会，教員研修会，卒業論文発表会をはじめ，

授業でも活用いただくことができます。利用にあたっては，あらかじめ，教育実践総合セ

ンター事務室（J421）において，利用申請の手続きをお願いいたします。 

 

 ○問い合わせ先：教育実践総合センター事務室（J421） 

内線：8325，メール：jissen@sazanka.aj3.yamanashi.ac.jp 

 

■ 平成２１年度 第２回教育臨床研究会のお知らせ 

 平成２１年 10 月に第２回教育臨床研究会を下記のとおり開催の予定です。参加費無料、事前

申し込みは不要です。ご関心のある方は、直接会場にお出かけください。 

日 時： 平成２１年１０月２９日（木）午前１０時半～１２時 

講 師： 秋山香江先生（山梨県立中央高等学校教諭） 

演 題： 「高等学校における特別支援教育」 

場 所： Ｊ号館５Ｆ多目的教室 

 

 

http://www.cer.yamanashi.ac.jp/
javascript:WriteMail('jissen@sazanka.aj3.yamanashi.ac.jp')


■ 「地域連携 子どもと親と教師のための教育相談」に関するお知らせ  

相談スタッフを募集しています。未登録の先生方は、この機会に是非ご協力くださいますよう、

お願い申し上げます。新規登録をお考えの先生は、教育人間科学部附属教育実践総合センター

谷口（ataniguchi＜あっとまーく＞yamanashi.ac.jp）までご連絡くださいませ。ご継続いただける先

生方の再登録手続きは不要ですが、相談日時等変更点がございましたら、ご連絡ください。 

教育相談の実施報告については随時受け付けております。従来の報告書はご負担が大きか

ったかと存じますので、下記事項に関する情報をメールに書き込んでお知らせいただいても、エ

クセルの一覧表フォーマットにご記入いただいてもかまいません。エクセルのフォーマットは添付

ファイルでお送りしますので、谷口までどうぞお申しつけ下さいませ。 

 

日付  方法  相談対象 学年 性別 相談者       相談内容   

080401 訪問  ○○小  小６  ／  教師（研修担当） 国語科校内研修研究 

080405 メール ××中  中３  女  教師        発達障害生徒への対応  

ご不明な点がございましたら、センター事務室もしくは谷口までお尋ねください。  

 

■ 第 3 回期間採用者等研修のご案内 
 
12 月 5 日（土）の 9:30～15:15(分科会の一部は 17:00 まで）に、今年度最後の「第 3回

期間採用者等研修」を開催します。来年度期間採用となる予定の学部生、卒業生をはじめ、

研修を受けたい方はどなたでも参加できます。また、受講料は無料です。関係者に広くご

紹介ください。 
○当日プログラム（受付は９：００～） 

９：３０ 開 会     
１０：００ 研 修 １（講 演）「教師力の向上を目指すために」 

         講師 丸山 嶺雄 氏（笛吹市教育委員会生涯学習課青少年育成コーディネーター） 
１２：００ 昼 食 
１３：１５ 研 修 ２（校種別研修）  

「児童・生徒理解と学級・ホームルームづくりの実践」 
小学校教育  ： 太田 充  氏（山梨市立三富小学校校長） 
中学校教育  ： 石丸 洋一 氏（甲斐市立竜王南小学校教頭） 
高等学校教育 ： 村松 俊哉  氏（山梨県立日川高等学校教諭） 
特別支援教育 ： 山中八千代  氏（山梨県立あけぼの支援学校教諭） 

１５：１５ 閉 会  
１５：３０ 特別研修［希望者対象］ 

「教育現場の今日的課題」永田 徹氏（本学キャリアアドバイザー） 
    １７：００  終 了 
○申し込み先（以下のいずれかで） 

FAX：055-220-8790 
電話：055-220-8325 
Web：http://www.cer.yamanashi.ac.jp/ 
メール：jissen@sazanka.aj3.yamanashi.ac.jp 



 

■ 第 75 回国立大学教育実践研究関連センター協議会のご報告 

9 月 18 日（金）、筑波大学大学会館国際会議室において、第 75 回国立大学教育実践研究関

連センター協議会が開催され、実践センターからは谷口が参加しました。総会では、平成 20 年度

決算報告や会計監査報告等がなされました。また、文部科学省初等中等教育局教職員課課長

補佐 山田泰造氏より「『教育実践演習』について」と題した講演があり、今後の教員養成のひ

とつの目玉ともいうべき科目について文科省の考えをお話くださいました。 

全体会では現代 GP「教員養成のためのモジュール型コア教材開発」の紹介や、各大学での教

員養成に関する討論が活発になされました。部門研究会では教育臨床部門に参加し、モジュー

ル型コア教材の積極的活用に関する協議や今後の研究会の方向性等についての討議に参加し

ました。 

 

■ 第１回連携・教育研究会のご報告  

９月２９日（火）、県総合教育センターにおいて、第１回「連携・教育研究会」を開催

しました。参加者は４０名。全体会では昨年度の反省を踏まえた中で、今年度の研究の方

向性等が確認されました。分科会では、県教育センター主事研究の支援ということで、大

学側から国語教育講座の岩永正史教授、障害児教育講座の鳥海順子教授、英語教育講座の

田中武夫准教授、また実践センターでは石川センター長他、谷口・成田・雨宮・角田が参

加しました。「言語活動の充実」「情報教育（情報モラル）」「不登校問題」「暴力やい

じめの予防に関する研究」「小学校外国語活動」「特別な教育的ニーズのある児童生徒に

対する支援のあり方に関する研究」のグループに分かれ、それぞれ主事研究の内容の方向

性等について、熱心に協議が行われました。 

■ 後期ボランティアガイダンスのご報告 

 10 月７日（水）・１４（水）に、本学Ｍ号館１２教室で、教育ボランティア委員会によ

る後期ボランティアガイダンスが開催されまし

た。昨年度９１名から今年度１３２名の多くの学

生の皆さんに参加していただきました。石川教育

ボランティア委員長の活動の意義等を含めた挨

拶に続いて、１０カ所の受け入れ先から丁寧な説

明がありました。なお、穂坂小学校、山城小学校、

白根御勅使中、英和中学校は初めてガイダンスに

加わっていただきました。学生の皆さんはそれぞ

れの説明に熱心に聞き入っていました。今、山梨

大学の教育ボランティアは教育雑誌に取り上げられるなど注目されています。これからさ

らにこの活動が、学生の皆さんの力によって発展していくことが期待されています。 

 



■「平成２１年度 日本教育大学協会 全国教育実習研究部門 第２３回 
総会・研究協議会」「平成２１年度 日本教育大学協会研究集会」のご報告 

 この研究会には、教育実習委員長の鳥海順子教授と附属教育実践総合センターの角田修
が参加しました。１０月１６日（金）全国教育実習研究部門・研究協議会（兵庫教育大学 
神戸サテライト）「群馬大学教育学部における体系的教育実習カリキュラムの構築・実践・
評価」、「現職教員の教育実習・現場体験と外国籍児童の教育」など７本のレポート提案
に基づいた研究協議がなされました。総合協議では、「教育実践演習」や教育実習におけ
る精神疾患や発達障害等を有する学生の取り扱い、実習関連科目実施に対するインフルエ
ンザ対策など協議がなされました。 
１０月１７日（土）平成２１年度 日本教育大学協会研究集会 （ホテル北野プラザ「六

甲荘」）午前は、全体会及びシンポジュームが行われました。シンポジュームでは、「変
革の時代の教師教育－国立大学が教員養成で果たす役割－」をテーマに、パネラーとして
梶田叡一氏、岩田康之氏、溝口繁美氏、指定討論者として、玉井康之氏がそれぞれの立場
から論を展開しました。午後は、分科会による研究発表がなされました。この２日間の研
究会で、様々な側面から教員養成教育が抱えている課題や現状等の議論に触れることがで
き大変勉強になりました。 
 

■ 「教育相談」報告書に関するお願い  

報告用紙は教育人間科学部総務グループ入り口はいって左手のレターケース（総務グループ
提出箱）の教育相談専用ボックス（青いラベルです）にあります。提出は随時受け付けております
ので、谷口のレターボックス（教育実践総合センター）にお入れください。 
 

■ 「教師相談室」及び相談室の備品をどうぞご利用ください。 

教育相談に教育相談室（Y-304）をどうぞご利用ください。鍵は教育実践総合センター事務室
（Ｊ号館４Ｆ）にあります。利用された場合には、相談室内に置かれた使用簿及び報告書の記載を
お願いします。（なお、火・木・金曜日の午後は教育実践総合センター及び附属特別支援学校相
談支援室が優先的に使います。）教育相談室の心理検査やソーシャルスキルを高める児童・生
徒用のゲームなど備品を貸し出します。借りる際には使用ノートにご記入をお願いします。 
 

■ ビデオ簡易編集講習会のご報告 

 10 月 14 日（水），授業臨床実習室（Y301）において，Windows ムービーメーカーを
使った簡易ビデオ編集と PowerPoint と連携したプレゼンテーションに関する講習会を
開催しました。講師は当センター情報教育研究部門の山下和之准教授が務め，25 名の参
加で行われました。 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 



■ 第 7 回学習システム研究会のご報告 

 9 月 30 日(水)，教育実践総合センター 授業研究演習室（J422）において，e-Learning

を活用した学習支援について，アベイズム株式会社（http://www.abegroup.jp/）のコンテ

ンツ技術責任者から話題提供をいただき情報交換しました。参加者は 7人でした。 

 

■ Moodle 講習会のご報告 

 10 月 8 日(木)，総合メディア館 第一実習室において，工学部コンピュータ・メディア

工学科の吉川雅修氏を講師に，「Moodle 利用の第一歩」というテーマで講習会を開きまし

た。参加者 15 名で，「Moodle 操作の手引き」を見ながら実際に教員本人の授業科目のコ

ースに，教材をおいたり，レポート提出の設定をしたり，実践的な講習をすすめました。 

 

http://www.abegroup.jp/

